vol.2
科学部だって練習試合がしたい

目的：
研究を加速させるのは『学会・発表会等で発表すること』と『〆切があること』。この２つを意図的に作るための簡易なプレゼンの機会として2校間による発表会（運動部の練習試合に近い）を提案したい。

ポスターを貼る場所：
教室の広さであればポスターを６か所にはる。マグネットバーもしくはセロテープ等で

タイムテーブル：
（例えば，1教室，12研究があったとする）
	開会行事　（10分）
	一方の教員が司会。簡単にマナーなどを伝える

	研究紹介１（18分）
	参加者全員は座った状態で聞く。前半６研究が２分程度で研究概要をプレゼンする。

	発表時間１（35分）
	前半６研究はポスター発表をする。参加者は好きなポスターを自由に聞く

	研究紹介２（18分）
	参加者全員は座った状態で，後半６研究の２分程度の研究概要を聞く。

	発表時間４（35分）
	後半６研究はポスター発表をする。参加者は好きなポスターを自由に聞く

	閉会行事　（10分）
	両校の代表がひと言，感想を述べる。解散。


　上の例は１２研究２セットの例であり，２時間で終わる。vol1との違いは，事前に研究紹介の時間をとっている点。聞けなかった研究についても

１回の発表の流れ：
ポスター発表自体はvol_1と同じ。違いは６研究ごとにしたこと，その前に2分程度の研究紹介を全員で聴く時間を設けたことです。どの研究を聞きたいか，ポスター発表に行くと，どの発表を聞こうか考えている時間があまりなく，あとからあれを聞いておけばよかったと，後悔することがあります。それを解消するために事前に研究についてのプレゼンの時間をとりました。ポスター発表の数が多すぎるとできませんので，6研究で1時間と考え，最大18研究までになると思います。
